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当院では、正面玄関や病棟に「ふれあ

いの箱」というご意見箱を設置してお

りますので、当院に対するご意見・ご

要望等ございましたらご遠慮なくお

聞かせください。 

理事長 前田隆史 

 

 

 

今
月
の
一
言 

〔
純
心
会
理
念
〕 

信
頼
さ
れ
る
医
療 

想
い
と
優
し
さ
の
伝
わ
る
ケ
ア 

私
た
ち
は
そ
れ
を
目
指
し
ま
す 

○
今
月
の
一
言
・
・
・
・
・
・
・
・
・
理
事
長 

○
硬
く
な
っ
た
膀
胱
は
柔
ら
か
く
な
る
？ 

○
ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
脳
症
に
つ
い
て 

○
旬
の
素
材
で
簡
単
料
理
・
・
・
・
・
・
給
食 

専
門
外
来 

消化器内科 前田純 末次史幸 呼吸器外科 吉田千尋 
 

消化器外科 鈴木康之 隈元謙介 泌尿器科 多田羅潔 
 
 

  古市ゆみ  糖尿病外来 鈴木一永  
 
 

  香川医大消化器外科 小児科 濱田嘉徳 辻正子 
 
 

 

 

 

◆
は
じ
め
に 

頻
尿
、
残
尿
感
や
尿
失
禁
が
気
に
な
っ
て
い

る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。 

加
齢
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な 

い
と
思
わ
れ
て
な
い
で
す 

か
？
そ
れ
ら
の
症
状
に
は 

原
因
が
あ
り
、
症
状
が
和 

ら
ぐ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。  

●
頻
尿
や
尿
も
れ
の
原
因 

主
な
原
因
は
加
齢
で
す
。
そ
の
他
、
冷
え
や

生
活
習
慣
病
、
前
立
腺
肥
大
、
自
律
神
経
失
調

症
、
脳
血
管
疾
患
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。 

●
頻
尿
の
メ
カ
ニ
ズ
ム 

前
述
し
た
こ
と
が
原
因
で
膀
胱
へ
の
血
流

が
悪
く
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
膀
胱
へ
栄
養

や
酸
素
が
運
ば
れ
る
量
が
少
な
く
な
り
酸
素

不
足
に
な
り
ま
す
。
す
る
と
膀
胱
の
弾
力
性
が

失
わ
れ
、
硬
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
硬
い
膀

胱
は
伸
び
に
く
く
縮
み
に
く
い
た
め
、
尿
を
た

く
さ
ん
た
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
勢
い
よ
く
尿

を
出
せ
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。 

 

●
骨
盤
底
筋
群
を
鍛
え
ま
し
ょ
う 

骨
盤
の
底
に
あ
る
骨
盤 

底
筋
と
い
う
筋
肉
が
あ
り 

ま
す
。
こ
れ
ら
の
筋
肉
を 

鍛
え
る
こ
と
で
膀
胱
の
血 

流
が
改
善
し
、
硬
く
な
っ 

て
い
た
膀
胱
に
弾
力
性
が 

戻
り
ま
す
。
そ
う
す
と
膀 

胱
に
尿
を
貯
め
れ
る
量
が 

増
加
し
頻
尿
な 

ど
の
症
状
が 

緩
和
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
頻
尿
は 

尿
意
が
来
た
ら 

我
慢
す
る
こ
と 

も
大
切
で
す
。 

数
分
で
い
い
の 

で
我
慢
し
ま
し 

ょ
う
。
膀
胱
の 

伸
び
が
改
善
し 

お
し
っ
こ
の
回 

数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

令和 3 年 3 月 診療予定表 

（午前：9:00～12:00 午後：3:00～6:00）   ※予告無く変更となる場合があります。 

日 曜日 
午前診 午後診 

糖尿病 当直 
内科・一診 内科・二診 内科・三診 小児科 内科・一診 内科・二診 内科・三診 

1 月 前田純 吉田   濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

2 火 前田純 末次 佐尾山 辻 佐尾山 末次     末次 

3 水 古市 多田羅 佐尾山 濱田 前田隆       多田羅 

4 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元   山田 

5 金 前田隆 多田羅   辻 佐尾山     鈴木一 清水 

6 土 前田隆 鈴木康   濱田 香大消化器外科     鈴木一 穴田 

7 日 休 診（日直 穴田） 津野 

8 月 前田純 吉田   濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

9 火 前田純 末次 佐尾山 辻 佐尾山 末次     末次 

10 水 古市 多田羅 佐尾山 濱田 前田隆       多田羅 

11 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元   山田 

12 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻 佐尾山       清水 

13 土 前田隆 鈴木康   濱田 香大消化器外科       桑原 

14 日 休 診（日直 桑原） 竹内 

15 月 前田純 吉田   濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

16 火 前田純 末次 佐尾山 辻 佐尾山 末次     末次 

17 水 古市 多田羅 佐尾山 濱田 前田隆       多田羅 

18 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元   山田 

19 金 前田隆 多田羅 佐尾山 辻 佐尾山       清水 

20 土 休 診（日直 津村） 桑原 

21 日 休 診（日直 桑原） 田中 

22 月 前田純 吉田   濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

23 火 前田純 末次   辻   末次     末次 

24 水 古市 多田羅 佐尾山 濱田 前田隆       多田羅 

25 木 佐尾山 多田羅   辻 佐尾山   隈元 鈴木一 山田 

26 金 前田隆 多田羅   辻 佐尾山     鈴木一 清水 

27 土 前田純 鈴木康   濱田 香大消化器外科       穴田 

28 日 休 診（日直 穴田） 穴田 

29 月 前田純 吉田   濱田 前田純 多田羅     竹﨑 

30 火 前田純   佐尾山 辻 佐尾山         

31 水   多田羅 佐尾山 濱田 前田隆       多田羅 

 

 

 

 

三
月
に
な
り
ま
し
た
。
「
一
月
は
い
く
、

二
月
は
に
げ
る
、
三
月
は
さ
る
」
と
昔
か

ら
云
わ
れ
、
年
新
た
ま
っ
て
の
三
ヶ
月
の

過
ぎ
る
の
は
特
に
早
く
感
じ
ま
す
。 

そ
う
云
え
ば
、
十
年
前
の
三
月
十
一
日

は
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、
三
万
人
近

い
住
民
が
亡
く
な
っ
た
り
行
方
不
明
に
な

ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
は
当
時

の
様
子
、
そ
し
て
そ
の
後
の
人
々
の
生
活
、

心
の
動
き
等
々
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
話

題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

感
染
症
に
対
し
て
の
ワ
ク
チ
ン
投
与
等

の
対
策
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
病
気
に

対
す
る
備
え
は
科
学
的
な
ワ
ク
チ
ン
が
作

ら
れ
る
と
い
う
人
類
の
知
恵
が
働
い
て
い 

ま
す
。
科
学
の
世
界
は
科
学
者
が
種
々
な

分
野
で
様
々
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。 

先
日
、
私
の
母
校
の
会
報
誌
に
そ
の
研

究
成
果
は
多
数
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
う

ち
の
二
つ
ば
か
り
紹
介
し
て
み
ま
す
。 

一
つ
は
「
カ
エ
ル
に
食
べ
ら
れ
て
も
お
尻

か
ら
生
き
て
脱
出
す
る
昆
虫
の
発
見
」
で

す
。
農
学
研
究
科
の
教
授
は
、
水
田
な
ど

に
生
息
す
る
「
マ
メ
ガ
ム
シ
」
が
カ
エ
ル
に

捕
食
さ
れ
て
も
消
化
管
を
生
き
て
通
過
す

る
こ
と
を
発
見
し
、
世
界
中
の
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
ら
れ
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

も
う
一
つ
は
「
涙
に
よ
る
乳
が
ん
検
診

に
つ
い
て
」
で
す
。
工
学
研
究
科
の
教
授
と

医
学
研
究
科
の
特
命
教
授
が
涙
を
使
っ
た

乳
が
ん
細
胞
の
診
断
に
成
功
し
ま
し
た
。

一
滴
の
涙
で
検
査
が
出
来
れ
ば
受
診
者
の

負
担
は
軽
減
で
き
、
超
高
感
度
で
高
速
の

測
定
を
実
現
で
き
れ
ば
、
早
期
発
見
率
や

が
ん
検
診
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

科
学
は
日
々
進
歩
し
て
い
ま
す
が
、
我
々

は
日
常
に
お
い
て
種
々
対
策
を
建
て
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
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【作り方】 

①梅干しは種を除きほぐしておく 

②細ねぎは小口切りする 

➂熱したフライパンにごま油を入れる 

④しらすを入れ半分程度火が通ったら温かいご飯を入れ炒める 

⑤ある程度ご飯がほぐれたら塩、梅を加えさらに炒める 

⑥しょうゆを鍋肌に回し入れ、細ねぎを加え軽く炒めたら完成♪ 

【材料 ２人分】  

ごはん・・・300ｇ（約お茶碗２膳分）、しら

す・・・5０g、梅干し・・・2～３個、ごま油・・・

大さじ１、細ねぎ・・・２本、塩・・・少々、

しょうゆ・・・小さじ１ 

 
給食 

●●● ●●● 

 

しらすと梅干しの焼き飯 

ビタミンＢ12で不眠症の症状を和らげる『しらす』 
 

しらすはイワシの稚魚の総称で、カタクチイワシやウルメイワ 

シの稚魚を主な原料としています。塩水で釜揚げした後、乾燥さ

せた製品が、その姿から「ちりめん（縮緬）」または「ちりめん

じゃこ」と呼ばれています。 

パックで売っているしらすの中にはしらす以外のものが入っ

ていることがあります。小さなタコやエビ、カニなどが混入され

ていますが、気になさらずそのまま食しても大丈夫です。 

【意
識
障
害
】 

 

時
間
、
人
、
場
所
に
対
す
る
見
当
識
障
害
（
自

分
が
ど
こ
に
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た

り
、
相
手
が
誰
な
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り

す
る
）
が
み
ら
れ
た
り
、
周
囲
の
こ
と
に
対
し

て
無
関
心
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。 

軽
度
で
は
、
記
憶
力
や
学
習
能
力
が
少
し
悪

く
な
っ
た
と
い
う
程
度
で
済
む
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
症
状
が
増
悪
す
る
と
、
最
終
的
に
は

意
識
レ
ベ
ル
も
低
下
し
、
昏
睡
か
ら
死
に
至
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

【眼
球
運
動
障
害
】 

 

眼
球
が
動
か
し
づ
ら
く
な
っ
た
り
、
眼
振

(

目
が
小
刻
み
に
揺
れ
る)

が
現
れ
た
り
し
ま

す
。
ま
た
、
よ
り
目
に
な
っ
て
し
ま
う(

外
転

障
害)

こ
と
が
多
く
、
稀
に
全
く
動
か
な
く
な

る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

【運
動
失
調
】 

 

小
脳
（
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
部
分
）
に
障
害
が
起
こ
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
取

っ
て
真
っ
す
ぐ
歩
く
こ
と
が
難
し
く
な
る
た

め
、
足
を
広
げ
、
ゆ
っ
く
り
と
小
刻
み
に
歩
き

ま
す
。 

 

他
に
も
、
振
戦
、
興
奮
、
低
体
温
、
起
立
性

低
血
圧
、
失
神
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。 

 

 

ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
脳
症
の
原
因
は
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
１
の
不
足
で
あ
る
た
め
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の

投
与
が
治
療
方
法
で
す
。
他
に
も
体
内
の
代
謝

を
助
け
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
も
注
射
か
経
口
で

投
与
し
ま
す
。 

 

ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
脳
症
の
診
断
は
容
易
で
は

な
く
、
適
切
な
治
療
を
受
け
な
け
れ
ば
不
可
逆

的
な
神
経
変
化
を
来
た
す
可
能
性
が
高
ま
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
診
断
さ
れ
て
い
な
い
場
合

で
も
、
治
療
的
な
介
入
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

予
防
の
た
め
に
は
断
酒
が
重
要
で
あ
り
、
栄

養
の
偏
り
を
無
く
す
よ
う
な
食
生
活
を
心
が

け
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
含
ま
れ
る
食
事
を
意
識

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

ま
た
、
栄
養
不
足
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
場
合
で
は
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
で
補
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

《
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
多
く
含
ま
れ
る
食
品
》 

 

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
豊
富
な
食
材
は
豚
肉
で

す
。
脂
の
少
な
い
ヒ
レ
や
、
も
も
の
部
位
が
特

に
お
す
す
め
で
す
。 

豚
肉
に
は
劣
り
ま
す
が
、
植
物
性
食
品
で
は

玄
米
、
枝
豆
、
豆
腐
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

脂
質
の
摂
取
量
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
み
な
が
ら
、

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
食
品
で
す
。 

 

 

ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
脳
症
と
は 

治
療
と
予
防 

検
査 

症
状 

頭
部
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
い
っ
た
画
像
検
査

が
行
わ
れ
、
ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
脳
症
で
病
変
を
生

じ
や
す
い
部
位
（
第
三
脳
室
や
第
四
脳
室
周

囲
、
乳
頭
体
な
ど
）
に
典
型
的
な
変
化
が
み
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

特
に
乳
頭
体
の
変
化
は
ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
脳

症
に
と
っ
て
特
徴
的
な
変
化
の
ひ
と
つ
で
、
そ 

の
大
き
さ
が 

正
常
時
と
比 

べ
て
顕
著
に 

小
さ
く
な
っ 

て
い
る
こ
と 

が
確
認
さ
れ 

る
こ
と
も
あ 

り
ま
す
。 

 

ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
脳
症
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
の

１
つ
で
あ
る
チ
ア
ミ
ン(
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１)

の
重

度
の
欠
乏
に
よ
っ
て
引
き
起 

こ
さ
れ
る
神
経
系
の
疾
患
で
、 

意
識
障
害
・
眼
球
運
動
障
害 

・
運
動
失
調
な
ど
の
症
状
が 

み
ら
れ
ま
す
。 

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
、
身
体 

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
ひ
と
つ 

で
あ
る
糖
質
の
代
謝
に
関
わ
る
補
酵
素
で
、
補

酵
素
は
代
謝
を
円
滑
に
行
わ
せ
る
潤
滑
油
の

よ
う
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。 

脳
は
全
身
の
臓
器
の
な
か
で
も
糖
質
に
依

存
す
る
割
合
が
大
き
く
、
糖
質
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ

１
の
摂
取
量
が
減
少
し
た
り
、
糖
質
の
消
費
量

が
増
加
し
た
り
す
る
と
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
容

易
に
欠
乏
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
不
足
す 

る
と
、
糖
質
を
エ
ネ
ル
ギ
ー 

に
変
換
さ
れ
に
く
く
な
り
、 

疲
労
の
原
因
に
な
っ
た
り
、
脚
気
や
中
枢
神

経
・
末
梢
神
経
が
不
調
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。 

治
療
し
な
け
れ
ば
、
約 

～ 

％
の
人
が
死

亡
し
ま
す
。
生
存
者
の 

％
に
コ
ル
サ
コ
フ
症

候
群(

記
憶
障
害
、
錯
乱
、
行
動
変
化
が
み
ら
れ

る
病
気)

と
呼
ば
れ
る
慢
性
疾
患
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。 

原
因 

主
な
原
因
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
過
剰
摂
取

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
下
痢
に
よ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
吸
収

不
良
や
、
胃
の
全
摘
手
術
を
し
た
こ
と
に
よ
る

栄
養
欠
乏
な
ど
が
あ
り
、
他
に
も
体
内
に
チ
ア

ミ
ン
が
少
量
し
か
蓄
え
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、

炭
水
化
物
の
摂
取
が
誘
因
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
し
最
終
的
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
作
り
出
す
際
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
必

要
に
な
り
ま
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
過
剰
摂
取

す
る
と
ア
ル
コ
ー
ル
を
分
解
す
る
酵
素
だ
け

で
は
追
い
付
か
な
く
な
り
、
違
う
方
法
で
ア
ル

コ
ー
ル
が
分
解
さ
れ
ま
す
。
こ
の
反
応
で
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
１
が
大
量
に
消
費
さ
れ
ま
す
。 

さ
ら
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の

吸
収
を
悪
く
し
た
り
、
排
泄
を
加
速
さ
せ
た
り

す
る
事
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
患
者
は
、
食
事

を
摂
ら
ず
に
ア
ル
コ
ー
ル
ば
か
り
を
摂
取
し

が
ち
で
す
。
そ
の
た
め
栄
養
失
調
気
味
や
消
化

機
能
の
低
下
・
肝
機
能
障
害
も
同
時
に
生
じ
や

す
く
な
り
ま
す
。 

肝
機
能
が
低
下
す
る
と
体
内
で
の
糖
質
の

貯
蓄
量
も
低
下
し
、
よ
り
一
層
容
易
に
糖
質
や

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
欠
乏
が
引
き
起
こ
さ
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。 

 

 

瀬川
せ が わ

 香
かおる

（総務） 

令和 3年 1月より総務で勤務させて頂いております瀬川香です。 

1日も早く皆々様のお役にたてるような仕事をしたいのですが、分からないこと

を覚えなければいけないことばかりで周りの方々に迷惑をかけていると思いま

す。一つ一つ確実に業務を行うよう心掛けていきます。 

見た目は声をかけにくい感じをかもし出しているようですが決してそんな事は

無いのでどんどん声をかけていただき、またご指導してください。 

今後とも宜しくお願い致します。 
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